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世界半導体1987年のランキング
出典 Gartner Dataquest Corp

2021年のランキング
出典：業界動向サーチ
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凋落した日本の半導体、今が復活のチャンス

• 半導体メーカー売上ランキングトップ10で、1987年には日本
メーカーが5社入っていたが、2021年には1社もいなくなった。

• 2023年5月に制定された「経済安全保障推進法」で半導体は
「特定重要物質」に指定された。日本政府も本気で取り組んで
いる。

• 国際連携による半導体サプライチェーンの構築が必要。



ムーアの法則

半導体チップに集積されるトラ
ンジスタの数は3年で4倍、10
年で100倍になる。トランジス
タの寸法は、3年で0.7倍（面積
は半分）になる。この傾向は
50年以上続いている。

JEITA 半導体部会資料



客観的に観
たPSMCの
評価－１

• これまで、インテルやTSMCは、微細化
を追求して性能向上を図る「ムーアの法
則」に従ってきたが、最先端技術を追求
するために多額の投資が必要になる。
PSMCが提唱する「逆ムーアの法則」は、
材料メーカーに負担をかけず、健全なサ
プライチェーンの構築を目指している。



客観的に観
たPSMCの
評価－2

• ロジックとメモリ双方の技術を有するの
はPSMCだけ

• ウエハを重ねて積層するWafer-on-
Wafer技術は、ロジックとメモリを混載
して、高速、低消費電力、低コストを実
現できる。 
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これまでの平面配列 Wafer-on-Wafer技術
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